
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇バックナンバーはホームページ上で閲覧可能です。 
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第２４回卒業式を挙行  ～医療・福祉の世界へ旅立つ～  

３月８日（金）本校にて第２４回卒業式が挙行された。森校長先生は式辞の

中で「皆さんは自分の専門分野で、これまでに学んだ知識や技術を活かし、人々

の健康や安全や、環境を守ることに貢献できます。そして、自分の知識や技能

をさらに深めるのはもちろんのこと、他の分野、文化や価値観にも理解と尊重

を持つことが大切です。自分の役割を果たすこと、それがひいては世界の平和

に貢献し繋がっていくことを願っています。」と餞（はなむけ）の言葉を贈った。

続いて卒業生代表の庄田 捺美さん（介護福祉学科）は謝辞の中で「四国医療

福祉専門学校の卒業生である誇りを胸に、常に感謝と謙虚な気持ちを忘れず

堂々と邁進し、絶えず努力を続けてまいります。」と決意を語った。 

（次ページで受賞者をご紹介します。） 

「光陰矢の如し」    ～森 國夫校長～ 
  開校以来２４回目の卒業式を無事終え、卒業生の晴れやかな笑顔にいつものこと 

ながら教職員としての充実感と一抹の寂しさを覚えるとともに、信頼される職業人 

として幸せな人生を切り開いていって頂きたいと思うばかりであります。 

 私事で恐縮ですが、四半世紀（２５年）あまりお世話になったこの学校を卒業す 

る事になりました。 

 振り返れば、平成 10 年の地鎮祭の出席からがスタートでありました。 

 今から学校を作るという神事に立ち合わせて頂き、希望と緊張と未知への不安が 

入り混じった式典であった事を思い出します。 

 翌、平成 11 年 4 月 介護福祉学科定員 80 名からのスタートでありました。その後 

医療事務学科、社会福祉学科、臨床工学学科と増設し、校名も「四国福祉専門学校」 

から「四国医療福祉専門学校」と改名してまいりました。現在は時代の背景やニーズを反映し 3 学科となっています。 

卒業生は介護福祉学科（1,067 名）、医療事務学科（462 名）、臨床工学学科（152 名）、社会福祉学科（214 名）、

総勢（1,895 名）にのぼります。 

その間、多くの学生さんはもとより、高校の先生方、実習や就職等でお世話になった方々、保護者の方々、講師の先生

方、そして、仕事を共にしたすみれ学園の職員の方々。沢山の人に出会い、支えられて今日まで来られた事は感慨ひと

しおであります。 

「山川草木みな師なり」「会うは別れの始めなり」「一期一会」「立って半畳、寝て一畳」「幸せはいつも自分の心が

決める」「一隅を照らす」 等々、入学式や卒業式、学校新聞で綴った言葉と共に走馬灯のように思い出されます。 

 お会いしました皆様、本当にお世話になりました。心から感謝申し上げます。 

 今後とも、すみれ学園四国医療福祉専門学校をよろしくお願い申し上げます。 

春の息吹を感じる今、ワクワクと入学し、キラキラと卒業していく様を思い浮かべつつ、 

皆様のご健康と、益々のご活躍をお祈り申し上げ、この場をお借りして、お礼の挨拶とさせて頂きます。 

「ありがとうございました」 

 

表彰を受ける卒業生 



 

１２月２３日（土）各学科の学生たちが高松市丸

亀町商店街の献血ルーム「オリーブ」にて、毎年行

われている“クリスマス献血キャンペーン”に参加

した。 

学生たちはクリスマスに合わせた衣装を身にま

とって、商店街の買い物客や通行客に声掛けを行

い、「献血に多くの人に関心を持ってもらい、足を運

んでもらえるきっかけになって欲しい」との思いで

大きな声で献血を呼びかけていた。 
献血ボランティアを呼びかける学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

                 

                          

 

 

 

 

学園長賞 介護福祉学科 庄田 捺美さん 

校長賞 医療事務学科 西山 芽依さん 

卒業証書 

授与代表 

介護福祉学科 平澤 悠斗さん 

医療事務学科 中居 采音さん 

臨床工学学科 藤原 未侑さん 

皆勤賞 医療事務学科 
中居 采音さん 

中西 くるみさん 

職業教育                

キャリア教育財団 

理事長賞 

介護福祉学科 松繁 千夏さん 

医療事務学科 溝渕 姫夢さん 

臨床工学学科 佐藤 光さん 

日本介護福祉士 

養成施設協会 会長賞 
介護福祉学科 源 理予さん 

レクリエーショ

ン                     

インストラクター    

課程認定校 優秀学生 

介護福祉学科 菅田 龍さん 

日本臨床工学技士会 

理事長 奨励賞 
臨床工学学科 佐々木 楓さん 

日本臨床工学技士    

教育施設協議会      

代表理事賞 

臨床工学学科 佐藤 光さん 

介護 

福祉 介護福祉士国家試験に挑戦 ～２年間の学習成果を発揮～ 

 1 月２８日（日）サンメッセ香川（高松市）等にて第３６回介護福祉士国家試験が行われ、２年生が受験した。 

２年間の集大成であるこの国家試験に向けて学生・教員が一致団結して取り組み、毎日遅くまで教室に残り自習を

したり、学生同士が教え合いながら合格に向けて努力している姿が見られた。 

迎えた試験当日は緊張しながらも、積み重ねてきた学習成果を発揮しようと真剣な表情を浮かべ会場に入ってい

った。 

試験を終えた学生たちは、試験結果を気にかけながらもまずは受験を無事に終えられたことに安堵し、家路に着い

た。なお、合格発表は３月２５日（月）の予定である。 

献血ボランティア活動を実施 ～今年もクリスマス献血キャンペーンに参加～  

学園長賞  

介護福祉学科 庄田 捺美さん 
 

『介護福祉学科２年間の学生生活を通して、

たくさんの友だちができ、みんなで東京旅行

をしたことなど、素敵な思い出がたくさんで

きました。 

４月からは初めて社会人となりますが、「楽し

む」という観点も忘れないようにしながら、福

祉の現場で一歩ずつ学んでいきます』と学園

長賞受賞の喜びを語った。 

第２４回卒業式 受賞者のご紹介 



  
 

 

２月２０日（火）より１年生が計１５日間における３回目の 

介護実習に臨んだ。 

今回の実習では受け持ち利用者様１名を決めさせていただき 

情報収集を行い、利用者様を理解することが大きな目標となっ 

ており、介護過程の展開を体験することで、個々に応じた支援 

の大切さを習得していく。さらにレクリエーション支援、介護 

技術実践など、過去２回に比べて与えられた課題が多くなり、 

苦労する様子も見られる中、実習指導者となった本校卒業生に 

も支えられながら、取り組むことができた。 

学生たちは実習反省会で、「利用者様の行動を観察すること 

で小さな変化にも気づくことができた」「情報収集を通して、 

利用者様の希望や悩みを把握することができた」などと語り、 

貴重な実習を振り返った。 

６月下旬からはいよいよ最後の介護実習Ⅳに臨む学生たち。 

２０日間の実習での更なる成長を楽しみにしたい。 個々に応じた支援を学ぶ貴重な実習となった 

合格を喜び写真に納まる学生たち 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月３日（日）第３７回臨床工学技士国家試験が大和

大学（大阪府）などで実施され、３年生が受験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生は１２月中旬頃から国家試験対策授業に絞った

日々を送り、その中で全国統一模擬試験を受験するなど

合格に向けて力を養ってきた。 

臨床工学学科はまもなく開設１５年を迎える中、その

間に培ってきた国家試験合格に向けたノウハウや姉妹校

との連携が十分に活かされ、全員が充実した国家試験対

策を実施できたことから、自信を持って試験当日を迎え

られた。 

なお、合格発表は３月２６日（火）の予定である。 

医療 

事務 
臨床

工学 

大阪府での国家試験挑戦 

無事に全員が受験を終える 

医療事務管理士技能認定試験 

１年生が見事成果を発揮 

介護 

福祉 ３回目の介護実習を実施 多くの課題に懸命に取り組む 

１月２３日（火）、１年生が１２月に受験した「医療事

務管理士技能認定試験」（診療録内容を見て、外来・入院

それぞれの診療報酬請求書を正確に作成するもの）の結

果が発表され、受験した全員が見事に全員合格した。 

１年生は１０月から１月にかけて毎月検定を受験して

おり、入学してから合計１２種類の検定に挑戦したこと

になる。学生たちはそれぞれが励ましあい努力して得た

合格を喜びあった。 

 ２年生に進級後も、互いに切磋琢磨し検定や実習、就

職活動に取り組むことが期待される。 

 

大和大学内の試験会場に向かう学生たち 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定 
 

 ４月 ２日（火）新入生・在校生ガイダンス 

    ３日（水）入学式    

    ４日（木）オリエンテーション 

    ５日（金）前期授業開始 

    ９日（火）健康診断 

   ２６日（金）体育祭 

   ２８日（日）オープンキャンパス 

 ５月２４日（金）調剤事務管理士技能認定試験（医療事務）

         介護事務管理士技能認定試験（医療事務）

   ２６日（日）オープンキャンパス 

   ３１日（金）電卓技能認定試験（医療事務） 

 ６月 ９日（日）日商簿記検定試験（医療事務） 

         オープンキャンパス 

   １４日（金）日本語検定（医療事務） 

   １５日（土）秘書技能認定試験（医療事務） 

         オープンキャンパス 

   ２４日（月）介護実習Ⅳ事前指導（介護福祉） 

         介護実習Ⅳ（介護福祉）（～7/24） 

  ７月 ５日（金）日本語漢字能力検定（医療事務） 

    ７日（日）オープンキャンパス 

    ８日（月）前期試験（臨床工学）（～10 日） 

         前期試験・再試験（医療事務）（～11 日）

新入教員インタビュー 木村 香歩 先生 
（医療事務学科）  

 
Ｑ.自己紹介をお願いします。  

Ａ. 香川県東かがわ市出身です。本校の四国医療福祉専門学校は母

校です。学生と教員という立場は違いますが、再び本校に携わるこ

ととなり、なにかと縁を感じます。よろしくお願いいたします。 

 

 

Ｑ.これまでの経歴を教えてください。 

Ａ. 高校卒業後、四国医療福祉専門学校医療事務学科に入学しまし

た。調剤薬局に就職し、業務の中で患者様の応対をしたり、お薬の

配達などで介護施設の看護師の方やケアマネージャーの方と関わっ

たりしました。 

その中で、スキルアップのために登録販売者（※）の資格を取得

しました。 

※登録販売者とは、2009 年の改正薬事法により誕生した 

「かぜ薬や鎮痛剤などの一般用医薬品（第２類・第３類に限る） 

販売を行うための専門資格」。薬局やドラッグストアなどで薬剤師

が不在でも一般用医薬品販売ができる専門家。 

 

 

Ｑ.医療事務スタッフとしての経験で印象深いことは？ 

Ａ. 在宅医療が進んでいる今、多職種の方と仕事をする機会を多く

持つことができたことです。医療事務スタッフとして請求業務や来

院される患者様に対して病院内の応対をするだけでなく、ご自宅や

施設に訪問する中で患者様の体調に関することなど、 

専門分野以外の知識を得ることができました。 

 

 

Ｑ.なぜ教員になろうと思いましたか？ 

Ａ. 学校の教科書だけでは学べない、現場で感じたこ

とを学生に伝えたいと思ったからです。自分の経験を

伝えることで、医療事務スタッフとして社会に出る前

の不安を少しでも和らげることができたらいいと思

います。 

 

Ｑ. 学生たちにどんな医療事務スタッフに 

なって欲しいですか？  

Ａ. 医療事務スタッフも立派な専門職だと思います。

取得できる多くの資格を自分の自信とし、現場でしか

学べないことを存分に吸収して、医療事務スタッフな

らではの仕事に誇り持って働けるスタッフを目指し

て欲しいです。 

 これから一緒に頑張っていきましょう！ 

 

好きな動物は猫です。 

学生生活、楽しいことも大変な

こともあるかと思いますが、 

一緒に頑張っていきましょう♪ 


